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1. はじめに

近年 日本人男性 ダンサーが新たなバ レエファン

を獲得 し, 大人のバレエクラスの加熱ぶ りがテレ

ビや新聞に紹介される等, 日本はバ レ手の裾野が

見る側 ・踊る側 ともに拡大している様に思われる。

筆者1)は98年, 日本のバレエ教師の教授に必要

な知識に対する認識調査で, 日本では教授に関す

る公的基準は無 く, 実際, 十分な期間に体系的な

教授用の学習をした者は多 くないと指摘 した。

里見2)は 日本におけるバ レエ団経営の問題点の
一つに, クラシックバ レエを含む西洋舞踊の集団

は, 教師 ・弟子 という子弟関係上に成立 してお り, 

教授に対する謝礼で経済活動が成 り立っている封

建制支配 というものをあげている。

バレエは多 くの場合幼少期に始めるが, 上述の

「教授 に対する謝礼」は生徒の親が払う。換言す

れば日本のバ レエ経済は, 親が多 くを支えている。

マーラ3)はバ レエ とは多 くの少女やその両親には

美 しい魔術的な言葉だと述べ, 立地の良さや金額

に囚われず良い背景を持つ優秀な教師を探す意欲

を持って, 注意深 く選ぶ様に忠告 している。また, 

子供が誠意ある教師の基で習っているかを確かめ

る事を勧めている。

親のバ レエへの認識は子供や, その教師にも何

らかの影響を与えるだろう。 日本の母親はマーラ

の述べる様な視点を備えているだろうか。

過去にこの種の調査は見あたらない。そこで本

研究では, バ レエを習う子供の親, 特に現在の日

本で育児を主に担 う 「母親」がバ レエをどのよう

に位置づけているかという認識を中心に調査, 実

態の一部を明 らかにすることで, 上述の疑問の答

えを探 り, 日本のバ レエ教育向上の手掛か りとし

たい。

2. 調査方法

郵送法 とインターネットのホームページ(HP)

による質問紙調査。調査は内田4)との共同研究に

よる。質問項目は事前インタビュー(10名 程度)

を参考に作成。(資 料別添)

郵送: 北海道 ・和歌山 ・愛知の教授所生徒の母親

270名 に教師 を通 して配布, 期間は'99. 12. 13
～23 。回収率57%, N=155(Y群 とする)。

インターネット: Y群 の地域的な偏 りを補うため, 

HP上 に同一の質問を掲載, 回答を収集。期間'

99. 12. 16～2000. 1. 31。N=97(N群 とする)。

分析 は比較1・2に て回答の差の検定を行った。

比較1: Y群 ・N群, 比較2: 子供のバレエ経験: 

年数7年 未満群 ・7年 以上群5)

3. 結果と考察(資 料別添)

比較1・2で 回答に統計的有意差がない質問項

目(各 群に共通な質問)か ら, 次の事がわかった。

(1)回 答者は日本のバ レエは文化としての位置

付けは未熟だと認識する一方でバ レエへの憧れや

子供の情操に良い, というイメージを持つ。(表1, 2. )

(2)レ ッスンには「背筋がまっす ぐになる」や「優

雅な身のこなし」を期待する比率が上位。「レッ

スンが身体発達に及ぼす影響」への関心も 「大変

ある」と「ある」の合計で96%で, 関心は非常に高い

が, 実際にそれに関して情報収集をしているか, 

その視点で子供の様子を観察 し, レッスンを見学

しているのかについては今後調査の必要がある。

(3)鑑 賞経験: (表3. )で は, 代表的な外来バレ
エ団を劇場で一つも観ていない母親は6割 以上に

及び, 「習う事」と 「本場の舞台を劇場で観る事」

には距離があると推察される。

4. ま とめ

上 述 の結 果 か ら判 断 して, 母 親 は教授 所 の バ レ

エ教 師 を正 し く評 価 で きる鑑 識 眼 を十 分 に備 えて

い る か ど うか懸 念 さ れ る。 今 後, 質 問 項 目の 改 善, 

地 域 的 な偏 りの排 除, 回答 者 へ の ダ イ レ ク トな配

布 に よ り一歩 踏 み込 ん だ調 査 が 必 要 で あ る。
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